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1 地域づくり委員会の開催について 
 

１ 開催の目的 

住民の皆様が、身近な話題を話し合い、地域課題に取り組む場とするとともに、知恵を出

しあい、協力して地域を考えることで、安全・安心で快適に暮らせる真田地域を目指してい

きます。 

 

２ 地域で取り組む地域づくり委員会 

⑴ 地域づくり委員会の設立及び経過 

旧真田町が他町村に先駆けて作成した長期振興計画は、当時全国町村会の優良町村とし

て県のモデル町村にも指定されました。このうち、地域の発展の裏で発生した様々な問題を

地域一体で解決するため、昭和 52 年に第 2 次長期振興計画にも位置付けられた、職員が

旧真田町全自治会の担当制となる「地域づくり委員会」が設立されて以降、毎年各自治会が

主体となった「地域づくり委員会」が開催されてきました。 

そして、今日まで真田地域協議会などの機関において時代に合った地域づくり委員会の

目的・役割の見直しを行い、現在も真田地域の大切な事業となっています。 

 

⑵ 地域づくり委員会の新たな取組 

地域づくり委員会は各自治会の事業要望をとりまとめる場だけではなく、職員が行政か

らの情報を伝達し、地域からの声を直接聴く役割を継続・発展することも重要視しています。

これらを達成するため、合併後 20 年が経過する中で、真田地域自治センターに窓口を置か

ない上田市役所全体の事業の中から、皆さんそれぞれに関係のある補助制度等の紹介と、

地域要望書以外で会議の場で出た意見を記録し、後日、担当からのコメントとして自治会長

を通じて皆さんにお知らせしていく取り組みを始めました。 

 

３ 地域づくり委員会の開催に向けて 

地域づくり委員会は、自治会によって取組方法は様々ですが、地域の課題解決に向けた

議論だけに限らず、暮らしの身近な困りごとなどを話すだけでも意義があるものと考えま

す。地域の話題について情報を共有する機会として活用していただければ幸いです。 
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令和 8年度地域づくり委員会資料 

市民サービス課 

ごみの減量化・再資源化について  
 

 

1 ごみの減量化・再資源化にご協力をお願いします。 

 〈主なごみの減量化・再資源化への取り組みについて〉 

（1）「生ごみ出しません袋」をご利用ください。 

生ごみを直接畑に埋めたり、「ぱっくん」や「生ごみ処理機」で自家処理し、「可燃ご

みとして排出しないこと」、「生ごみ以外のごみの減量・再資源化にも取り組むこと」

を宣言していただいた世帯には、「生ごみ出しません袋」を一世帯３０枚の配布で年度

内一回のみ、無料配布しています。 

（2）ごみ減量化機器購入費補助金をご利用ください。 

次のごみ減量化機器に対して購入費補助を行っています。 

（3）生ごみ減量化基材「ばっくん」をご利用ください。 

   「ぱっくん」とはピートモスともみ殻くん炭を混ぜ合わせたもので、この中に水気を 

切った生ごみを入れてかき混ぜるだけで、生ごみを分解し堆肥化できるものです。 

市民の方には無料で配布しています。 

（4）乾燥させた生ごみや使用済の生ごみ減量化基材「ぱっくん」を市民サービス課窓口

へご持参いただくと JA 直売所などで買い物時に利用できるポイントと交換する 

「生ごみリサイクル野菜循環ポイント事業（上田やさいまる）」を実施しています。 

 

 

 

補助対象機器 補助率 補助限度額 

容    器 

（コンポスト、密閉式容器など） 

 

購入金額の４／５ 

(100円未満切捨て) 

 

1台につき５，０００円 

生ごみ処理機 

（乾燥式、バイオ式など） 

1台につき５０，０００円 

【対象者】※詳しくは上田市ホームページをご覧ください。 

・購入時及び申請時に上田市に住所があり、居住している方。 

・市内の販売店で新品のみ対象（市外の販売店やインターネット通販は不可） 

・申請台数は、容器は 1世帯 2台、生ごみ処理機は 1世帯 1台まで 

・過去に交付を受けた場合、前回の申請から生ごみ処理機は 5年、容器は 2年 

経過した後に機器を購入した場合 

【問】真田市民サービス課 生活環境担当 電話 72-0154 
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○対象機器 
 ①固定電話に接続する自動応答録音装置 

   電話着信時に通話内容を録音することを相手に伝える「事前予告機能」がつい 
   ている装置 

②固定電話に接続する自動着信拒否装置 
 悪質業者の電話番号を自動で判別し、着信を拒否する装置 

・自分で迷惑電話番号を登録するタイプは対象外 
・別に番号表示サービスの契約が必要 

  ・番号表示サービスの月額利用料等は利用者負担 
③特殊詐欺等対策機能付き電話機 

自動応答録音装置または自動着信拒否装置の機能がついている電話機 
（両方の機能がついている電話機もあります） 

○対象者（以下の全てに当てはまる人） 
①市内に住所を有する満 65 歳以上の方 
②市内の住居に設置した方（１世帯につき１台に限る） 
③市税を滞納していない方 

○補助率 購入および設置費用の３分の１（補助限度額 5,000 円） 
○募集件数 １2０件程度 
○申請期間 令和 8 年４月１日～令和 9 年３月 31 日（※予算額に達した時点で終了） 

○申請方法 商品購入後、次の①～④のものを持参し、申請してください。 
 ①領収書（商品名、型番等、購入金額、購入日及び販売店が明記されているもの） 
 ②購入機器の機能がわかるパンフレットまたは説明書 
③預金通帳（申請者名義のもの） 
④申請者の印鑑（※本人申請の場合は自署にて押印不要） 
※令和 8 年４月１日以降の購入が対象です。 

○申請場所 
 ・市民参加・協働推進課（上田市役所本庁舎３階） 

  ・丸子・真田・武石各市民サービス課 
○問合せ 上田市 市民まちづくり推進部 市民参加・協働推進課 

交通安全・防犯担当 電話 22-4140（直通） 

上田市では、高齢者を消費者被害から守るため、特殊詐欺等被害防止

対策機器の設置に対して補助金を交付します。 

自宅へかかってくる電話を受けて騙されるケースが多いので、電話機

対策を行って詐欺などの迷惑電話を撃退しましょう。 
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令和８年度 上田市高齢者自転車用ヘルメット購入費補助事業

自転車用ヘルメットの購入代金

補助します

転ばぬ先の
杖じゃ！

補助
対象

申請
方法

自転車用ヘルメット着用努力義務化！

真田パパ丸
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HP

kenko@city.ueda.nagano.jp

386-0012
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高齢者の皆様の活動を支援する制度のご案内 
 

 

上田市では、高齢者の皆様に向けた重要施策として「生きがいづくり・社会参加」と「介護予防・日常生活 

支援総合事業」の推進を掲げています。「高齢者同士で交流する場」または「高齢者を対象とした介護予防 

の運動教室」を主催する自治会等の皆様は、ご検討ください。 

 

① 高齢者地域サロン設立資金助成事業（※自治会単位で 1 団体まで） 

・補助対象：市内に住所を有する概ね 65 歳以上の高齢者で構成 

       公民館など継続した開催が可能な会場で、自治会の承認を受けた団体 

・補助金額：上限 20 万円（備品及び資機材の購入費用等） 

・補助要件：開催時間は 1 回 2 時間以上で、月 1 回以上開催し、2 年以上継続すること 

・活動内容：カラオケ・運動・学習会・レクリエーション・脳トレなど 

   ※既に設立した自治会：横沢・つくし・傍陽中組・竹室・大畑・小玉上郷沢・出早・下原 

② 地域リハビリテーション活動支援事業 

・支援対象：市内に住所を有する概ね 65 歳以上の高齢者で構成 

        年間通して継続した開催が可能な会場で、運動又は体操を実施している団体 

・支援内容：運動又は体操の講師の派遣、講師への指導依頼、講師料の費用負担 

        ※派遣は 1 会場当たり 1 か月に 1 回（1 時間）限り 

・支援要件：年間を通して、定期的に開催。毎回対象者 5 人以上の人数を確保すること 

※「高齢者地域サロン設立資金」の助成を受けてから 2 年間は「地域リハビリテーション活動」の支援を 

利用できません。 

③ シニアクラブ助成事業 

現在、自治会内の長寿会等の活動をされている皆様は、これまで取り組まれていた様々な活動 

を「シニアクラブ」として行うことで、補助金を受けながら活動することができます。これまで役員の 

負担などからシニアクラブへの加入を迷われていた長寿会や自治会の皆様も、この機会に加入を 

ご検討ください。 活動例：独居高齢者宅・施設訪問、花壇管理、地域の見守り活動、各種講座開催、 

スポーツ活動、親睦会等 

・補助金額：会員数に応じて活動費を補助   自治会単位シニアクラブ会員数 29 人以下…25,000 円 

30 人以上…42,000 円 

50 人以上…57,600 円 

 

 

詳しくお話をお聞きになりたい場合は、お気軽にお問合せください。 

 

 
～お問い合わせ先～ 

真田地域自治センター高齢者支援担当  

           電話：72-4700 
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上田市内の路線バスは、利用人数の減少、慢性的な運転手不足、

時間外勤務の上限規制により廃線・減便が増加しています。

路線バスの存続は
危機的な状況です。

そこで、地元の皆さんへのお願いがあります。

マイカー利用から、環境負荷の少ないバス利用への転換の取組として

『バスに乗ってください』

皆様一人ひとりの 毎月1回 の乗車協力が、未来に繋がります。

未来の公共交通のために、ご理解とご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先
真田地域公共交通利用促進協議会事務局
上田市 都市建設部 真田地域建設課
℡72-４３３１（直通）

通常価格：2,000円(2,400円分)

特別価格：1,800円(2,400円分)

今年度も特別販売を令和9年2月に行う予定です。

ぜひ、この機会に購入していただき、乗車協力をお願いします。
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住民支え合いマップについて 
～ 災害時要援護者登録制度 ～ 

 

１ 住民支え合いマップ（災害時要援護者登録制度）とは 

災害が発生した際、自力での避難が困難な高齢者や障がい者の方に対する支援（避難誘導・安否確認・救出

等）を、地域（自治会）の皆様が中心となって行えるようにする取組みです。市では、自治会の皆様（民生児童委員

含む）と社会福祉協議会との協働により、マップと台帳を活用したこの支援制度を進めています。 

 
                        

 

 

 

●登録の対象となる要援護者 

(1) 高齢者（６５歳以上で、要介護３以上の方、一人暮らしの方） 

(2) 障がい者（身体障害者手帳１・２級所持の方、療育手帳Ａ１・Ａ２所持の方、精神 

保健福祉手帳１級所持の方） 

(3) 上記に準ずる状態にある方 

 

●更新作業について 

社協・民生児童委員さんと連携し、毎年８～９月にかけて更新作業を実施しています。各自治会においては、 

いざというときに役に立つ、地域の実情に合ったマップとなるよう地域内の情報提供をいただくなど、更新作業に  

ご協力をお願いします。 

 

●日常における活用について  

災害時だけでなく、日頃の支援活動にも活用することにより、要援護者の孤立を防止し、いざというときに役立ち 

ます。住民支え合いマップは個人情報が掲載されていますので、取扱いにはご配意願います。 

 

●お願いしたいこと 

自治会において、自治会長・民生児童委員を中心とした「自主防災組織（自治会支援班）」で災害時の役割  

分担について話し合いや、確認する機会を持ってください。 

 

 
 

地域づくり委員会資料 

真田地域自治センター市民サービス課 

【問い合わせ】 
上田市真田地域自治センター 市民サービス課（電話 72-2203） 
上田市社会福祉協議会 真田地区センター(電話 72-2998） 

・登録制度台帳のイメージ（要援護者の台帳） 

要援護者（要配慮者） 

避難支援者 

   避難所 

氏名 住所 年齢 電話 

備考 

（状況） 

真田 

太郎 

○○ 

123 番地 
80 

○○- 

○○○○ 

要介護 

長く歩けない 

     

     

   

 

・住民支え合いマップのイメージ 
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法律により野焼きは

禁止されています! !

廃棄物（ゴミ）を「野焼き（野外焼却）」することは、

廃棄物の処理及び清掃に関する法律で

禁止されています

長野県
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禁止事項（廃棄物処理法第16条の２,摘要）

何人も、廃棄物を焼却してはならない（※例外あり）

罰則（廃棄物処理法第25条）

５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金

野焼き（野外焼却）は、悪臭、煙、すすを発生させるなど生活環境に悪影

響をもたらします。

そのため、廃棄物処理法では、地面に穴を掘ってゴミを焼却したり、ド

ラム缶・ブロック囲いなどでゴミを焼却したりすることを禁止しており、

違反した場合は罰則が科されます。

野焼きを見かけたらお近くの市町村、警察または

長野県不法投棄ホットライン(0120-５３０-３８６)へ情報提供をお願いします
ごみを みはろう

発行／長野県 環境部 資源循環推進課（R6.2）

※禁止事項の例外

一 廃棄物処理基準に従って行う廃棄物の焼却

二 他の法令等により行う廃棄物の焼却

三 政令で定める公益上若しくは社会の慣習上やむを得ない廃棄物の焼却

（風俗慣習上または宗教上の行事を行うために必要なもの／農林業・漁業を営むために

やむを得ないもの／たき火その他日常生活を営む上で通常を行われる軽微なもの など）
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0268-72-0154

0268-25-7134

0268-72-0119

0268-26-0119

JA
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上田市 クマ目撃情報

真田産業観光課 0268-72-4330
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地域コミュニケーションアプリ
「キクもん」の活用について

●キクもん４つの機能
◆緊急時の安全情報・・・いざ言うときの市からの防災情報
◆定時放送・・・・・・・・・・・・・有線放送を思い出す定時の自動音声放送
◆自治会連絡網・・・・・・・・手元に自治会の予定が届く(※自治会グループ内配信)

◆ラジオ放送・・・・・・・・・・・携帯電波のクリアな音で地域情報や音楽

既に多くの自治会様において、電子回覧板代わりとして
自治会活動の負担軽減にご活用いただいています。

送信された『自治会のお知らせ』題名の一例(改変してあります)

・・・・その他多数!!

自治会長さん以外に、分館長さん、その他役員さんが配信しているケースが多くあ
ります。配信権限の付与は、真田地域振興課までご連絡ください。

☎真田地域振興課 0268-72-2202(直通)

・今月の自治会だより・公民館工事始まります

・お花見のご案内♬

・おくやみ(悲しいお知らせ)

・自治会役員選挙結果のお知らせ

・資源物回収日のお知らせ

好評配信中!!

アプリの利用は無料です。ただし端末の通信に係る費用は個人負担となりますので、定
額通信などのプランをおすすめします。

有線放送最終年加入者数(約1400件)を越えて現在も登録数増加中!

・雨天につき今朝の河川清掃は中止します
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地域の子どもたちを支える活動に、
参加してみませんか？

2024年の日本の子どもの数は68万6,061人となり、前年より
41,227人減少しました。全国すべての都道府県で出生数が減少
しています。統計調査開始以来、初めて70万人を下回り、推計
の想定より15年早く少子化が進行しています・・・・・・・・

地域の子どもたちが地域に見守られながら育っていく事は、子ども

を持つ親からは『安心して子育てができる地域』につながります。

自分には何が
できるんだろう??

コミュニティスクール

登下校などの見守り

住民自治組織の
子育て支援活動

地域も参加した学校運営事業のことです。小さ
な学校でも、創意工夫で学校の特色(魅力)を出し
やすくなります。

近年の悲惨な交通事故、不審者、そして危険な
山の生き物から登下校の子どもたちを守ります。

真田の郷まちづくり推進会議の様々な事業に参
加してみましょう。誰かを支援するだけでなく、
子どもたちとつながる機会になります。

子どもたちに直接関わらずとも、通学路の草を刈る、学校で使う備
品を寄付する、通学路危険個所を通報することも大切な活動です。

自治会内での活動に参加してみたり、それぞれの学校や団体へ、
事前に問い合わせてみることから始めてみましょう。

●真田地域振興課 0268-72-2202 真田の郷まちづくり推進会議 0268-55-9422

地域の子どもたちを地域の皆さんの力で
見守っていく活動が始まっています
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